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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第68期

第２四半期連結
累計期間

第69期
第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結
会計期間

第69期
第２四半期連結
会計期間

第68期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　７月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (百万円) 16,819 19,816 9,013 9,705 35,910

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △145 1,949 589 1,009 1,646

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △297 1,062 504 557 1,196

純資産額 (百万円) ─ ─ 20,676 22,501 21,850

総資産額 (百万円) ─ ─ 39,724 42,297 41,410

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 471.37 531.07 515.68

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は四半期純
損失金額(△)

(円) △6.77 25.07 11.50 13.16 27.51

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 52.05 53.20 52.77

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,718 2,121 ─ ─ 5,665

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △526 △917 ─ ─ △1,447

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,055 △1,616 ─ ─ △2,271

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ─ ─ 3,159 2,557 2,969

従業員数 (名) ─ ─ 584 570 578

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
570
(122)

(注) 　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、従業員数欄の(外書)は臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均人員数であります。

なお、臨時従業員には、パートタイマーおよび嘱託契約の従業員を含み、派遣社員は除いております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
412
(53)

(注) 　従業員数は就業人員数（当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。）であり、従業員数

欄の(外書)は臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均人員数であります。なお、臨時従業員には、パートタイ

マーおよび嘱託契約の従業員を含み、派遣社員は除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を製品部門別に示すと、次のとおりであります。

製品部門 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

ステンレス管 4,707 28.8

ステンレス条鋼 1,744 75.1

ステンレス加工品 650 △0.2

鋼管 939 9.1

その他 205 72.8

合計 8,248 31.3

(注) １　報告セグメントが１つでありますので製品部門別に区分して記載しております。なお、「その他」の事業セグ

メントの生産高はありません。

２　上記金額は販売価格で示しており、製品部門間の取引については相殺消去しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を製品部門別に示すと、次のとおりであります。

製品部門 受注高(百万円) 前年同四半期比(％)受注残高(百万円)前年同四半期比(％)

ステンレス管 4,641 2.8 1,902 17.4

ステンレス条鋼 2,677 3.7 69 13.4

ステンレス加工品 592 △13.2 101 △4.0

鋼管 1,025 10.5 307 57.7

その他 759 20.8 151 197.7

合計 9,695 3.9 2,531 24.5

(注) １　報告セグメントが１つでありますので製品部門別に区分して記載しております。なお、「その他」の事業セグ

メントは、製品部門別の「その他」に含めております。

２　受注残高には、継続的な取引先からの受注内示は含めておりません。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を製品部門別に示すと、次のとおりであります。

製品部門 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

ステンレス管 4,652 10.1

ステンレス条鋼 2,724 5.7

ステンレス加工品 641 △3.2

鋼管 948 6.7

その他 737 12.1

合計 9,705 7.7

(注) １　報告セグメントが１つでありますので製品部門別に区分して記載しております。なお、「その他」の事業セグ

メントは、製品部門別の「その他」に含めております。

２　上記金額は、製品部門間の取引については相殺消去しております。

３　総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間の当社グループの連結経営成績は、建築用・公共投資関連は苦戦を余儀な

くされましたが主力の自動車用など他の分野が好調を持続した結果、売上高は97億５百万円（前年同四

半期連結会計期間比7.7％増）となりました。また、収益面におきましては工場稼働率の回復、固定費削減

策の継続、たな卸資産評価損がほぼなくなったことなどにより営業利益は10億39百万円（前年同四半期

連結会計期間比73.2％増）、経常利益は10億９百万円（前年同四半期連結会計期間比71.2％増）、四半期

純利益は５億57百万円（前年同四半期連結会計期間比10.5％増）となりました。

これを製品部門別に見てまいりますと、

ステンレス管部門では、主力の自動車用・配管用が大きく回復しましたが、建築用につきましては他分

野に比べて回復が遅れております。その結果、売上高は46億52百万円（前年同四半期連結会計期間比

10.1％増）となりました。

ステンレス条鋼部門では、販売金額は増加しておりますが、主な向け先である投資関連の回復遅れによ

りステンレス管部門ほどには増加しておりません。その結果、売上高は27億24百万円（前年同四半期連結

会計期間比5.7％増）となりました。
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ステンレス加工品部門では、環境関連など健闘している製品はあるものの中心となる家庭用金物製品

は、消費不況に加えて急激な円高による海外製品の流入により低迷状態が続いております。その結果、売

上高は６億41百万円（前年同四半期連結会計期間比3.2％減）となりました。

鋼管部門では、原材料の上昇を受けての製品価格値戻しなどにより、売上高は９億48百万円（前年同四

半期連結会計期間比6.7％増）となりました。

その他部門では、パイプ切断機は大きく回復し、通信販売用商品・自転車の販売も好調を持続したた

め、売上高は７億37百万円（前年同四半期連結会計期間比12.1％増）となりました。

   (注) 報告セグメントが１つでありますので製品部門別に区分して記載しております。なお、「その他」の事業セグ

メントは、製品部門別の「その他」に含めております。

　
(2) 財政状態の分析

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、第１四半期連結会計期間末に比べて１億50

百万円減少し422億97百万円となりました。総資産が減少した主な要因は、たな卸資産７億28百万円、投資

有価証券11億36百万円それぞれ増加しましたが、現金及び預金５億53百万円、受取手形及び売掛金６億10

百万円、有価証券９億99百万円それぞれ減少したことなどによるものであります。負債合計は、同比較で

は７億１百万円減少し197億95百万円となりました。負債合計が減少した主な要因は、有利子負債は14億

51百万円減少し、未払法人税等５億24百万円、賞与引当金２億23百万円それぞれ増加したことなどによる

ものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、同比較では５億51百万円増加し225億１百万円となりまし

た。純資産が増加した主な要因は、四半期純利益５億57百万円を計上したことにより利益剰余金が増加し

たことなどによるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動により14億16百万円の収入とな

り、投資活動により15億４百万円の支出となり、財務活動により14億64百万円の支出となりました。これ

らの結果、現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末に比べて15億53百万円減少し25億57

百万円（前年同四半期連結会計期間末比19.0％減）となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益９億47百万円、売掛債権の減少６億

10百万円、仕入債務の増加４億90百万円でありましたが、たな卸資産の増加７億28百万円などにより、営

業活動全体では14億16百万円の収入(前年同四半期連結会計期間比44.5％減)となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、通常の設備投資に加えて投資有価証券の取得12億円などによ

り、投資活動全体では15億４百万円の支出(前年同四半期連結会計期間は86百万円の支出)となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済額が借入額を14億49百万円上回ったことなどに

より、財務活動全体では14億64百万円の支出(前年同四半期連結会計期間は５億77百万円の支出)となり

ました。

　
(4) 事業上及び財政上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上または財政上の対処すべき課題に重要な変

更または新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は28百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更ならびに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 127,662,000

計 127,662,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,373,40442,373,404
大阪証券取引所市場第一部
東京証券取引所市場第一部

単元株式数は1,000
株であります。

計 42,373,40442,373,404 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

─ 42,373 ─ 7,360 ─ 7,705
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

森　明信 大阪府大阪狭山市 2,209 5.22

大同生命保険株式会社
（常任代理人　日本トラスティ・
サービス信託銀行株式会社）

大阪市西区江戸堀１丁目２番１号
（東京都中央区晴海１丁目８番11号）

2,200 5.19

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,154 5.08

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 2,098 4.95

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 1,677 3.96

株式会社メタルワン 東京都港区芝３丁目23番１号 1,500 3.54

財団法人森教育振興会
大阪府河内長野市楠町東1615番地 
モリ工業㈱内

1,235 2.92

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６番６号　
日本生命証券管理部内

1,210 2.86

ＪＦＥスチール株式会社
東京都千代田区内幸町２丁目２番３号　
日比谷国際ビル

1,008 2.38

岩谷産業株式会社 大阪市中央区本町３丁目６番４号 798 1.88

計 ― 16,091 37.98

(注)　財団法人森教育振興会は、「民法第34条」および「大阪府教育委員会の主管に属する民法第34条の法人の設立及

び監督に関する規則」に関する法令に基づき、大阪府より設立許可され、大阪府南部地区の小・中学校に対する教

育機器の寄贈と教育研究団体への経済援助を実施することを目的とした財団法人であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

3,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
41,979,000

41,979 ―

単元未満株式
普通株式

391,404
― ―

発行済株式総数 42,373,404 ― ―

総株主の議決権 ― 41,979 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
モリ工業株式会社

大阪府河内長野市
楠町東1615番地

3,000 ― 3,000 0.0

計 ― 3,000 ― 3,000 0.0

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 348 388 348 345 342 307

最低(円) 274 318 313 310 281 283

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、本四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,257 2,669

受取手形及び売掛金 12,416 12,459

有価証券 398 300

たな卸資産 ※２
 8,673

※２
 7,671

その他 726 581

貸倒引当金 △29 △45

流動資産合計 24,442 23,635

固定資産

有形固定資産

土地 7,358 7,308

その他（純額） ※１
 6,729

※１
 6,763

有形固定資産合計 14,088 14,071

無形固定資産

その他 22 28

無形固定資産合計 22 28

投資その他の資産

その他 3,773 3,697

貸倒引当金 △28 △22

投資その他の資産合計 3,744 3,674

固定資産合計 17,854 17,774

資産合計 42,297 41,410

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,518 7,107

短期借入金 1,873 2,899

未払法人税等 667 230

引当金 374 393

その他 3,286 2,440

流動負債合計 14,721 13,071

固定負債

社債 1,000 2,000

長期借入金 1,027 1,403

退職給付引当金 931 991

役員退職慰労引当金 436 495

長期リース資産減損勘定 1,360 1,474

その他 319 124

固定負債合計 5,074 6,488

負債合計 19,795 19,559
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,360 7,360

資本剰余金 7,705 7,705

利益剰余金 7,292 6,441

自己株式 △1 △0

株主資本合計 22,357 21,507

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 144 346

繰延ヘッジ損益 － △3

評価・換算差額等合計 144 343

純資産合計 22,501 21,850

負債純資産合計 42,297 41,410
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 16,819 19,816

売上原価 14,449 15,166

売上総利益 2,370 4,650

販売費及び一般管理費 ※１
 2,507

※１
 2,661

営業利益又は営業損失（△） △137 1,988

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 24 23

受取賃貸料 3 1

助成金収入 23 1

還付加算金 25 －

その他 15 16

営業外収益合計 92 44

営業外費用

支払利息 71 56

売上割引 18 19

その他 11 6

営業外費用合計 100 83

経常利益又は経常損失（△） △145 1,949

特別利益

投資有価証券売却益 － 5

貸倒引当金戻入額 － 10

特別利益合計 － 16

特別損失

固定資産除却損 2 2

投資有価証券評価損 － 104

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 166

特別損失合計 2 274

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△148 1,691

法人税、住民税及び事業税 18 633

法人税等調整額 130 △4

法人税等合計 148 629

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,062

四半期純利益又は四半期純損失（△） △297 1,062
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 9,013 9,705

売上原価 7,151 7,376

売上総利益 1,861 2,329

販売費及び一般管理費 ※１
 1,261

※１
 1,289

営業利益 600 1,039

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 1 1

受取賃貸料 1 0

助成金収入 4 1

還付加算金 25 －

その他 7 8

営業外収益合計 40 12

営業外費用

支払利息 37 29

売上割引 9 9

その他 3 3

営業外費用合計 50 42

経常利益 589 1,009

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4

特別利益合計 － 4

特別損失

固定資産除却損 1 1

投資有価証券評価損 － 64

特別損失合計 1 66

税金等調整前四半期純利益 587 947

法人税、住民税及び事業税 15 506

法人税等調整額 68 △117

法人税等合計 83 389

少数株主損益調整前四半期純利益 － 557

四半期純利益 504 557
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△148 1,691

減価償却費 402 396

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 166

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △10

受取利息及び受取配当金 △25 △24

支払利息 71 56

売上債権の増減額（△は増加） 2,299 43

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,461 △1,001

仕入債務の増減額（△は減少） △2,005 1,411

賞与引当金の増減額（△は減少） 22 5

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △25

退職給付引当金の増減額（△は減少） △52 △59

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1 △59

投資有価証券評価損益（△は益） － 104

投資有価証券売却損益（△は益） － △5

有形固定資産除却損 2 2

その他の資産の増減額（△は増加） △95 △129

その他の負債の増減額（△は減少） △53 △213

小計 2,878 2,350

利息及び配当金の受取額 25 24

利息の支払額 △68 △60

法人税等の支払額 △18 △192

法人税等の還付額 902 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,718 2,121

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △98

有形固定資産の取得による支出 △416 △427

投資有価証券の取得による支出 △101 △1,201

投資有価証券の売却による収入 － 800

関係会社株式の取得による支出 △14 －

貸付けによる支出 △1 △1

貸付金の回収による収入 2 1

投資その他の資産の増減額（△は増加） 4 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △526 △917

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 860 850

短期借入金の返済による支出 △1,675 △164

長期借入金の返済による支出 △105 △2,087

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △131 △211

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,055 △1,616

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,136 △411

現金及び現金同等物の期首残高 1,022 2,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,159

※１
 2,557
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 (1) 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基

準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成

20年３月31日)を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益

はそれぞれ１百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は１億68百

万円減少しております。

(2) たな卸資産（商品）の評価方法の変更

ステンレス関係の商品の評価方法は、従来、先入先出法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より移動平均法

による原価法に変更いたしました。これは、当該商品の品目が増加し

てきたことにより管理システムを製品と同一の管理方式に統合する

ことから、製品の評価方法との統一を図るものであります。なお、こ

の変更による財務諸表に与える影響額は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積額を算定しております。

２  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 21,925百万円

減価償却累計額には、減損損失累計額を含めてお

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額 21,409百万円

減価償却累計額には、減損損失累計額を含めてお

ります。
　 　

※２　たな卸資産の内訳

商品及び製品 5,290百万円

仕掛品 1,485　
原材料及び貯蔵品 1,897　

※２　たな卸資産の内訳

商品及び製品 4,534百万円

仕掛品 1,300　
原材料及び貯蔵品 1,836　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

荷造・運送費 906百万円

貸倒引当金繰入額 0　
給料諸手当 411　
賞与引当金繰入額 90　
退職給付費用 60　
役員退職慰労引当金繰入額 12　
支払手数料 256　

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

荷造・運送費 967百万円

給料諸手当 410　
賞与引当金繰入額 104　
退職給付費用 82　
役員退職慰労引当金繰入額 12　
支払手数料 261　

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

荷造・運送費 462百万円

貸倒引当金繰入額 0　
給料諸手当 189　
賞与引当金繰入額 54　
退職給付費用 27　
役員退職慰労引当金繰入額 6　
支払手数料 125　

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

荷造・運送費 466百万円

給料諸手当 182　
賞与引当金繰入額 62　
退職給付費用 36　
役員退職慰労引当金繰入額 5　
支払手数料 130　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,859百万円

取得日から３ヶ月以内に償還

期限の到来する短期投資

（有価証券）

300　

現金及び現金同等物 3,159　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,257百万円

有価証券勘定 398　
譲渡性預金等以外の有価証券 △98　

現金及び現金同等物 2,557　

　

EDINET提出書類

モリ工業株式会社(E01315)

四半期報告書

18/25



　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 42,373,404

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,575

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月28日
定時株主総会

普通株式 211 5.00 平成22年３月31日 平成22年６月29日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 169 4.00 平成22年９月30日 平成22年12月１日 利益剰余金

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び
前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

当社および連結子会社は、ステンレス管、条鋼、鋼管およびその加工品・関連製品の製造販売を主な事業と

しており、全セグメントの売上高および営業利益の合計額に占める割合が、いずれも90％超でありましたので

記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び
前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

当社および連結子会社は、海外拠点が存在しないため該当する事項はありません。

　
【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び
前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　
【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　
１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社では、製品の製造様式、製品商品の市場および顧客ならびにその販売形態を系統的に区分した製品部

門別に戦略を構築し、事業活動を展開しております。

従って、当社は製品部門別のセグメントから構成されており、「ステンレス関連」と「その他」の２つを

事業セグメントとしております。「ステンレス関連」は当社グループが営む主力の事業であり、ステンレス

管、ステンレス条鋼、ステンレス加工品、鋼管の製造販売に加え、パイプ加工の省力化用としてパイプ切断機

等の機械の製造販売にかかる事業であります。また、「その他」は、自転車関連商品および通信販売用商品

の販売にかかる事業であります。

なお、「その他」の事業セグメントの売上高、利益または損失の金額及び資産の額がいずれも事業セグメ

ントの合計額の10％未満でありますので、報告セグメントは１つであります。

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)及び
当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

報告セグメントが１つのため記載を省略しております。

　
３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)及び
当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

報告セグメントが１つのため記載を省略しております。

　
４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

報告セグメントが１つのため記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 531円07銭
　

１株当たり純資産額 515円68銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額 (百万円) 22,501 21,850

普通株式に係る純資産額 (百万円) 22,501 21,850

普通株式の発行済株式数 (千株) 42,373 42,373

普通株式の自己株式数 (千株) 3 1

１株当たり純資産額の算定
に用いられた普通株式の数

(千株) 42,369 42,372

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純純損失金額(△) △6円77銭１株当たり四半期純利益金額 25円07銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額等の算定上の基礎

項目 　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

四半期純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △297 1,062

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △297 1,062

普通株式の期中平均株式数 (千株) 43,865 42,371

　
第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11円50銭１株当たり四半期純利益金額 13円16銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額等の算定上の基礎

項目 　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

四半期純利益 (百万円) 504 557

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益 (百万円) 504 557

普通株式の期中平均株式数 (千株) 43,864 42,370
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

（自己株式の取得）

平成22年10月29日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定に基づき、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため、次のとおり自己株式を取得する

ことを決議いたしました。

①　取得対象株式の種類 当社普通株式

②　取得する株式の総数 80万株（上限とする）

③　取得価額の総額 200百万円（上限とする）

④　取得期間 平成22年11月１日から平成22年11月30日まで
 

　

２ 【その他】

第69期(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)中間配当については、平成22年10月29日開催の取

締役会において、平成22年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①  配当金の総額                                  169百万円

②  １株当たりの金額                               ４円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成22年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月11日

モリ工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　阿　　部　　修　　二　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　川　　一　　之　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモリ

工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、モリ工業株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

モリ工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　川　　一　　之　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　　谷　　智　　英　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモリ

工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、モリ工業株式会社及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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